
学
期

月 単元名 教材名（小単元） 目標 配時 評価 言語活動  ＜言語活動例＞
教材 単元 関意 話聞 書く 読む 言語 評価規準

サボテンの花
生きる
図書館へ行こう

・自分の感じたことや考
えたことが伝わるように
朗読する。

5 ○ ○

【関】作品を読んで、自分が感じたことや
考えたことを朗読で表そうとする。
【読】作品を読んで、自分が感じたことや
考えたことが伝わるように朗読している。

物語を朗読する。Ｃ（１）ア

ずい筆を書こう
・体験した出来事を振り
返り、随筆を書く。 4 ○ ○

【関】随筆を書くことに興味を持って取り組もう
としている。
【書】自分の体験を振り返り、書くことを決めて
書く事柄を集め、全体を見通して事柄を整理し
ている。
【書】事実と感想、意見など区別するとともに、
随筆という文種や枚数を意識して詳しく書いた
り、簡単に書いたりしたいる。

体験した出来事から感じたことや
考えたことを、随筆として書く。Ｂ
（１）ア・ウ

イースター島に
はなぜ森林がな
いのか

・筆者の主張を読み取っ
て、それに対する自分の
考えを持つ。

6 ○ ○

【関】題名に対する答えや筆者の考えに興味を
持ち、進んで感想や筆者の主張に対する意見
を出そうとする。
【読】事実と意見を区別しながら読み、筆者の
主張に対する自分の考えを持つことができて
いる。

筆者の主張を読み取って、それに
対する自分の考えをまとめ発表し
合う。☆

意見と理由のつ
ながりを聞き取
ろう

・複数の意見の似ている
ところや違うところを聞き
分ける。

4 ○ ○

【関】複数の意見を整理しながら聞こうと
する。
【話聞】複数の意見を聞き、共通点や相
違点を聞き分けている。

複数の意見の似ている所や違うと
ころを聞き分ける。☆

熟語の構成を考
えよう
漢字の練習

・三字以上の熟語の構成
を理解する。 2 ○ ○

【関】三字以上の熟語に関心を持ち、構
成について知ろうとする。
【言】三字以上の熟語の構成について知
り、熟語の意味を考えている。

３　人物と人
物との関係
を考えよう

風切るつばさ
・人物と人物との関係を
手がかりに、人物の心情
を考えながら読む。

8 8 ○ ○

【関】人物どうしの関係をとらえながら、中
心となる人物の心情の変化を読もうとす
る。
【読】中心となる人物の心情の変化を、人
物どうしの関わりを考えながら読んでい
る。

物語を味わって読む。Ｃ（１）エ

新聞の投書を読
み比べよう

・読み手を説得するため
の工夫を読み取る。 8 ○ ○ ○

【関】投書の特徴をとらえ、進んで書き手の主
張や説得の工夫を読み取ろうとする。
【読】理由付けの仕方や根拠の挙げ方をとら
え、書き手の意見について自分はどのように
考えるか意識しながら読んでいる。
【書】読み手に自分の考えが伝わるように、理
由を明確にして書いている。

編集の仕方や記事の書き方に注
意して新聞を読む。Ｃ（２）ウ

１
学
期

４
月

５
月

６
月

４　新聞の投
書を読んで

意見を書こう
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１　朗読しよ
う

9

12
２　文章を読
んで自分の
考えを持とう



問題を解決する
ために話し合お
う

・自分の意見を的確に伝
えて、ほかの人の意図を
考えながら話し合う。

6 ○ ○

【関】問題を解決するために協力して話し
合おうとする。
【話聞】自分の意見を明確にし、相手の意
図を考えながら、計画的に話し合いを進
めている。

自分の意見を的確に伝えて、ほか
の人の意図を考えながら話し合う。
☆

本は友達
・多くの本や文章を読む
ことの楽しさを知り、読書
の範囲を広げる。

2 ○ ○

【関】自分の興味にあった本を探して読も
うとする。
【読】読書案内や図書紹介を利用し、自分
が読みたい本を選んで読んでいる。

複数の本を読み、読書の範囲を広
げる。☆

詩を味わお
う

いま始まる新し
いいま

・情景や心情を思いうか
べながら、詩や短歌を声
に出して読み味わう。

1 ― ○ ○

【関】情景や心情を想像しながら、詩や短
歌を味わおうとする。
【読】情景や心情を思い浮かべながら詩
や短歌を声に出して読み、言葉の響きや
リズムを味わっている。

情景や心情を思い浮かべながら朗
読する。☆

資料を生かして
呼びかけよう

・複数の資料から情報を
読み取り、自分の意見を
伝えるのに効果的なもの
を選択して、自分の考え
を述べる文章を書く。

5 ― ○ ○

【関】複数の資料から情報を読み取り、効
果的な資料を選択して、呼びかけの文章
を進んで書こうとする。
【書】自分の考えを明確に表現するため、
文章全体の構成の効果を考えている。
【書】引用したり、図表やグラフなどを用い
たりして、自分の考えが伝わるように書い
ている。

目的にあった資料を選択・活用し
て文章を書く。Ｂ（１）イ・エ

漢文を読んでみ
よう

・漢文を音読し、言葉の
響きやリズムを味わうと
ともに、内容の大体を知
る。

3 ― ○ ○

【関】漢文の言葉の響きやリズムに関心
を持ち、味わおうとする。
【言】漢文の内容の大体を把握し、楽しみ
ながら音読している。

漢文や漢詩を音読する。伝国ア
（ア）

日本の文字に
関心を持とう
漢字の練習

・平仮名と片仮名の由来
と特色を理解し、日本語
の表記について知る。

2 ― ○ ○

【関】日本の文字に関心を持ち、仮名の
成り立ちや日本語の表記について知ろう
とする。
【言】仮名の由来や日本語の表記につい
て理解している。

10
月

海のいのち

・物語に出てくる人物の
関係をおさえ、物語が自
分に最も強く語りかけて
きたことについて考える。

9 ○ ○ ○

【関】物語が自分に最も強く語りかけてきたこと
を考えながら読もうとする。
【読】場面構成や人物の関係を手がかりに、中
心人物の変化を読み取り、物語が自分に最も
強く語りかけてきたことをとらえている。
【書】物語が自分に最も強く語りかけてきたこと
を、相手に伝わるように構成や表現に気をつ
けてまとめている。

登場人物の関係をおさえ、それぞ
れの人物の人物像や心情をとらえ
る。☆
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４　新聞の投
書を読んで

意見を書こう

５　感動の中
心をとらえよ

う
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物語を作ろう

・構成を考え、想像したこ
と
が伝わるよう表現を工夫
し
て物語を書く。

7 ○ ○

【関】経験したことや想像したことをもとに、楽し
んで物語を書こうとする。
【書】「出来事」とその「解決」という話の筋がよ
く分かるように構成を考え、物語を書いてい
る。
【書】これまでに学習した物語の優れた叙述を
模範にしながら、目的に応じて工夫して書いて
いる。

写真からさまざまな想像を広げて、
物
語を書く。Ｂ（１）イ・ウ

場面に応じた言
葉を使おう

・相手や場面に応じた言
葉
遣いをを理解し、適した
言葉を選んで使う。

2 ○ ○

【関】相手や場面に応じた言葉遣いの大
切さを理解して、意識的に言葉を使おうと
する。
【言】相手や場面に応じて適切な敬語を
使っている。

町の幸福論
―コミュニティデ
ザインを考える

・複数の資料から読み取
った情報を、目的に応じ
て活用する。
・意図を明確に伝えるた
めに、資料を効果的に活
用して発表する。

13 ○ ○ ○

【関】「コミュニティデザイン」に関心を持ち、本
文や本、資料を読んで調べ、その内容を相手
に伝えようとする。
【話聞】目的に応じて、話の構成を工夫し、場
に応じた適切な話し方で話している。
【読】目的に応じて、本や文章を読み、考えたこ
とを発表し合い、自分の考えを広げている。
【読】目的に応じて、複数の本や資料を選び、
比べて読んでいる。

調べて考えたことをもとに、プレゼ
ンテーションを行う。Ａ（１）イ
Ｃ（１）オ・カ

言葉の由来に
関心を持とう
漢字の練習

・和語・漢語・外来語の由
来を理解し、日本語につ
いての関心を深める。

2 ○ ○

【関】言葉の由来に関心を持ち、知ろうと
する。
【言】和語・漢語・外来語について理解し
ている。

７　本をよん
ですいせん
しよう

ヒロシマのうた
・一つの物語をきっかけ
にして、関連するテーマ
の本を読み広げる。

9 ○ ○ ○

【関】関連するテーマの本を読み広げようとす
る。
【読】人物の生き方を考えながら、同じテーマ
の本を読んでいる。
【書】本を読んで感じたことや考えたことを整理
して書いている。

関連するテーマの他の本を読む。
☆

<プレゼンブックトーク>

句会を開こう
・表現を工夫して、俳句
や短歌を作る。 4 ○ ○

【関】感じたことや発見したことをもとに俳
句や短歌を作ろうとする。
【書】言葉を選んだりや表現を工夫したり
して俳句や短歌を作り、お互いの作品の
良さを伝え合っている。

経験したこと、想像したことなどを
基に、短歌、俳句をつくる。Ｂ（２）ア

いにしえの言葉
に学ぶ

・昔の人の言葉を読み、
そこに表れている考え方
を知って、自分の生き方
について考えることがで
きる。

3 ○

【関】いろいろな名言を調べ、自分の経験
と重ね合わせることで、昔の人のものの
見方や感じ方を知ろうとしている。
【言】文語調で書かれた昔の名言を読
み、昔の人のものの見方や感じ方を知
り、自分の生き方について考えている。

３
学
期

11
月

12
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学
期

23

５　感動の中
心をとらえよ

う
18

６　町の未来
をえがこう

15

1
月



言葉は変わる
漢字の練習

・言葉は時代とともに変
化したり、世代によって
異なったりすることにつ
いて知る。

2 ○ ○

【関】言葉の変化に興味を持って知ろうと
する。
【言】言葉が時代とともに変化したり、世
代によって使う言葉が異なることがあった
りすることを理解している。

出会いにありが
とう

・意図が伝わるように話
の
構成や話し方を工夫して
話
す。
・話し手の意図を捉え
て、自分の経験や考えと
比べながら聞く。

5 ○ ○

【関】心に残る出会いとなった人への思い
や出会いから学んだことを伝え合うことに
関心を持ち、意欲的に取り組もうとする。
【話聞】聞き手に印象づける話の構成や
話し方を工夫している。
【話聞】話し手の意図を考えながら聞き、
自分の経験や考えと比べて感想を伝えた
り質問したりしている。

スピーチをする。Ａ（１）イ・エ

プロフェッショナ
ルたち

・文章を読んで、そこに
書
かれた人物の生き方か
ら、
自分の将来の夢や生き
方
を考える。

8 ○ ○

【関】プロフェッショナルたちの人物像や生
き方に興味を持ち、自分の将来の夢や生
き方を考え文章にまとめようとする。
【読】文章を読んで考えたことを発表し合
うことによって、自分の考えを広げたり深
めたりしている。

読み取ったことをもとに、自分の考
え
をまとめる。Ｃ（１）オ

６年間をふり
返って書こう

・六年間を振り返り、伝え
た
いことを見つける。
・伝えたいことが伝わる
よう表現や構成を工夫し
て書く。

9 ○ ○

【関】６年間を振り返り、５年生に伝えたいこと
を見つけ表現や構成を工夫して書こうとする。
【書】６年間の経験から書くことを決め、５年生
に文集で伝えるという活動に応じて書く事柄を
集めている。
【書】自分の考えを明確に表現するため文章
全体の構成の効果を考えている。

六年間の経験を振り返り、自分の
経験や思いを友達や下級生に伝
える文章を書く。Ｂ（１）ア・イ

3
月

９　未来に向
かって

君たちに伝えた
いこと
春に

・文章と詩を読んで、自
分の考えや思いを広げ
たり深めたりする。

4 4 ○ ○

【関】作品に対する自分の考えや思いを
持ちながら読もうとする。
【読】書き手のメッセージをとらえ、自分の
考えや思いを深めながら読んでいる。

書き手のメッセージをとらえ、自分
の考えや思いを深めながら読んで
いる。☆

３
学
期

23

17

８　将来の夢
や生き方に
ついて考え

よう

2
月


